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令 和 ５ 年 １ 月 ４ 日 

京 丹 後 市 消 防 本 部 

 

令和４年火災・救急・救助発生状況（速報） 

 

〔 火 災 〕 

⦿ 火 災 件 数  15 件 （前年比 8 件増） 

⦿ 焼損床面積  2,202 ㎡ （前年比 1,472 ㎡増） 

⦿ 損 害 額  113,870 千円 （前年比 83,208 千円増） 

⦿ 死 者 数  0 人 （前年比 3 人減） 

⦿ 負 傷 者 数  7 人 （前年比 1 人増） 

⦿ 出 火 原 因   ストーブ 3 件、たばこ１件、不明 6 件等 

⦿ 建物火災の用途別  住宅 8 件、工場併用住宅  1 件、物置 1 件等 

  ○ 火災件数は１５件で、前年に比べ８件増加。 

  ○ 建物火災が１１件発生、建物火災は全体の約７３％を占めた。 

  ○ 建物火災の約７３％を住宅火災が占めた。 

  ○ 建物火災の焼損床面積は、前年に比べ１,４７２㎡増加。 

  ○ 火災損害額は、前年に比べ８，３２０万８千円増加。 

  ○ 死者はなく、負傷者が７人発生。前年に比べ死者が３人減少、負傷者は１人増加。 

  ○ 火災の原因は、「ストーブ」が３件（前年０件）、「たばこ」が１件（前年と同数）、「不 

  明」が６件（前年２件）、「その他」が２件（前年０件）、他３件。 

 

〔 救 急 〕 

⦿ 出 場 件 数    2,865 件 （前年比 392 件増） 

⦿ 事 故 種 別   急 病 1,969 件 （前年比 313 件増） 

   一般負傷 456 件 （前年比  54 件増） 

   交通事故 146 件 （前年比  7 件減） 

⦿ 搬送人員数    2,653 人 （前年比  325 人増） 

⦿ 年齢区分別   新 生 児 10 人 （前年比  4 人増） 

 乳 幼 児 75 人 （前年比  10 人増） 
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 少 年 64 人 （前年比  13 人増） 

 成 人 578 人 （前年比  89 人増） 

 高 齢 者 1,926 人 （前年比 209 人増） 

  ○ 出場件数は、前年に比べ３９２件増加。  

  ○ 搬送人員は、前年に比べ３２５人増加。  

  ○ 事故種別のうち、急病が最も多く約６９％を占め、一般負傷・交通事故・その他が約

３１％を占めた。平成２２年以降、急病が全体の６０％以上を占めている。  

  〇 年齢区分別では、６５歳以上の高齢者が約７３％を占めた。  

 

〔 救 助 〕 

⦿ 出 場 件 数   38 件 （前年比   1 件増） 

⦿ 救助人員数   22 人 （前年比    11 人減） 

⦿ 事 故 種 別   交通事故  10 件 （前年比  11 件減） 

 水難事故  8 件 （前年比    4 件増） 

 機械事故  2 件 （前年比    1 件増） 

 建物事故  6 件 （前年比    2 件増） 

 その他の事故  12 件 （前年比    6 件増） 

    

 ○ 救助出場件数は、前年に比べ１件増加。  

  ○ 交通事故が、前年に比べ１１件減少。  

○ 水難事故が、前年に比べ４件増加。  

○ 機械事故が、前年に比べ１件増加。  

  〇 その他の事故が、前年に比べ６件増加。  

 

〔 １１９番通報 〕 

⦿ 受 信 件 数 3,636 件 （前年比  407 件増） 

  ○ １１９番受信件数は、前年に比べ４０７件増加。 

 ○ 携帯電話からの「１１９番」通報が、約３８％を占める。（前年約３６％） 


